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岡山大学経済学部が初めて海外の大学と学部間協定を締結したのは，１９９１年２月のことである。協
定先は英国エディンバラ大学の文学部及び社会科学部であった。１５８３年に創立されたエディンバラ大
学は，英国人学生約１５，０００人及び外国人留学生約３，０００人を有するスコットランド随一の総合大学で
あり２，スコットランドの首都エディンバラ市に立地している。
エディンバラ大学文学部では，１９７６年に日本語教育が始まり，１９９０年１０月には日本語が正式な専攻
科目となった。すなわち，既存の中国語学科をアジア研究学科に改組する形で日本語専攻コース（the
Honours Programme）が新設された３。この改組に伴い，第３年次の１年間は日本の大学に在籍して勉
強することが日本語専攻コースの卒業要件として定められたため，日本語専攻コース発足と相前後し
て複数の大学と交流協定を締結することによって，当該コース学生の受け入れが可能な日本の大学を
確保する必要が生じた。
１９８８年から１９９０年にかけてグラスゴー大学に研究員として滞在中であった新村聡氏（当時：岡山大
学経済学部助教授，現在：同教授）はエディンバラ大学を訪問した際に，同大学日本研究所長の石井
のぶ子博士をはじめとする日本研究関係スタッフの知遇を得た。後日，石井氏から新村氏に対して岡
山大学と交流協定を締結したい旨の申し出があった。新村氏はエディンバラ大学を再訪して石井氏と
交流プログラムに関する話し合いを行った。英国滞在中の新村氏は，国際学術交流専門委員であった
杉森滉一氏（当時：岡山大学経済学部教授，現在：中央大学商学部教授）に依頼して学部間交流協定
締結へ向けての準備を進め，１９９０年９月に帰国した後は杉森氏とともに協定実現のために力を尽くし
た。
この学部間協定は，毎年原則としてお互いに２名の学生を交換留学生として１年間受け入れること
を目的として締結されることになったが，本学部としては初めての交流協定であったため，交換留学
生の派遣と受け入れに際しては様々な問題に直面することになった。
１ 岡山大学留学生センター教授（留学生教育）。
２ EDINBURGH Study Abroad Guide１９９９の pp．４－６。
３ エディンバラ大学の広報誌（Bulletin, summer term１９９０）には次のような記述がある。From October 1990, the Department
of East Asian Studies will offer a Japanese Honours degree and a joint Honours degree course in Japanese Studies and Linguistics,
both leading to an MA degree. (p. 12)
エディンバラ大学との学部間交流の歴史
 交流協定締結の経緯と派遣業務を中心に 
岡山大学経済学会雑誌３５（１），２００３，１９～３４
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また，この学部間協定は，岡山大学全体の短期留学プログラム推進という観点に基づき，２０００年１２
月１２日に大学間協定への格上げがなされた。この小論では，大学間協定への変更を歴史的な節目と捉
え，１９９１年初頭から２０００年末にかけての１０年間の学部間協定に着目し，交流事業を推進する中で生じ
た様々な問題点を派遣業務を中心に整理し明らかにすることによって，本学部の今後の国際化戦略策
定の一助としたい。
２．交流協定締結の経緯
２．１ 経緯と問題の所在
１９９０年５月９日の経済学部教官会議において，英国滞在中の新村氏の斡旋による「エディンバラ大
学との学生交換について」と題する資料が配布され，国際学術交流専門委員の杉森氏から同資料に関
する説明があり，交流協定締結へ向けての教官会議での基本的な合意が得られた。
しかし，会議後に受け入れ学生の授業料免除に関する問題が発覚した。すなわち，エディンバラ大
学は当時すでに日本国内の複数の私立大学と交流協定を締結していたが，それらの協定では授業料の
相互免除が謳われており，本学部との交流協定においても授業料の相互免除を強く望んでいた。とこ
ろが，少なくとも数年の交流実績を積まない限り授業料の不徴収は不可能である，との見解が本学事
務当局から示されたため，交流協定実現に関して悲観的なムードが生じた。
１９９０年７月１０日の教官会議において，杉森氏が授業料免除に代わる方法として岡山大学経済学会が
受け入れ学生の授業料を負担することを盛り込んだ協定案を提出したため，一部修正の上，学部間協
定を締結することが承認された。修正部分は宿泊等に関する部分で，エディンバラ大学側からは交換
学生の宿舎の確保をしてほしいとの要望があったが，岡山大学としては１００％宿舎の保証はできない
ため４，杉森原案を次のように修正した。すなわち，原案の「岡山大学は，交換学生の希望により，
外国人学生用の宿舎を供与する。エディンバラ大学は交換学生が適切な住居を見付けられるよう援助
する」から下線部分を削除し，「岡山大学及びエディンバラ大学は，交換学生が適当な住居を見付け
られるよう，可能な限り助力する」という文面に改めることが確認され，最終的には「受入大学は，
交換学生が適当な住居を見つけられるよう，可能な限り助力する」という表現に落ち着いた。
エディンバラ大学の国際交流部長のトム・バーロン博士５との間で行われた交流協定書の作成作業
には新村氏が本学部を代表してその任に当たった。完成した交流協定書は同年１２月１０日の教官会議で
承認され，翌９１年２月に双方の学部長の調印が完了し，１９９１年１０月から交換留学が実施される運びと
なった。
２．２ 交流協定の特徴
交流協定書の原案作りに際して，①学部生を毎年２名程度交換する，②留学期間は１年とする，③
４ 当時は交換留学生に対する留学生会館への優先入居の規定がなかった。
５ Dr. Tom Barron, Director of International Office, The University of Edinburgh
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エディンバラ大学で取得した単位を岡山大学の単位に振り替える，④４年で卒業できるようにする，
⑤授業料は実質的に相互免除とする，といった点が考慮された。また，協定書の文面には表れていな
いが，交流協定に対する本学部の基本理念は，あくまでも社会科学分野の研鑽が派遣の主旨であり，
語学留学を旨とするものではない，という点であった。
交流協定の最大の特徴は，派遣学生が休学することなしに１年間留学して４年で卒業することがで
きる制度とした点にある。すなわち，派遣学生は岡山大学に授業料を納入し，エディンバラ大学の授
業料を免除してもらい，他方，受け入れ学生はエディンバラ大学に授業料を納入し，岡山大学の授業
料を免除してもらうという方式である。しかし，すでに述べたように，一定期間に渡る交流の実績が
ない場合，授業料の不徴収は不可能であるとの見解が事務方から示されたため，受け入れ学生の授業
料については岡山大学経済学会が負担することとし，実質的に授業料を免除する措置を講じた。その
結果，派遣学生の応募資格は「経済学部Ⅰ部及びⅡ部に在籍する岡山大学経済学会の学生会員」に制
限されることになった。また，語学留学ではなく，あくまでも社会科学の研鑽を目的とする派遣であ
るとする本学部の基本的な考えにのっとり，応募時点で２年次以上，派遣時点で３年次以上に在籍す
る学部生を交流の対象とした。
２．３ エディンバラ大学交換学生選考委員会の設置と廃止
１９９１年２月１３日の教官会議において，橋本博之学部長から学部留学生委員会委員３名，国際学術交
流専門委員の杉森氏及び新村氏の５名による「エディンバラ大学交換学生選考委員会」を設置するこ
とが提案され，杉森氏が初代委員長として交換留学業務を統括することになった。
杉森氏は１９９２年度末まで委員長の任にあったが，１９９２年６月１４日付けで「エディンバラ大学との留
学生交換プログラムの責任分担体制と年間スケジュール」と題する覚え書きを作成し，同委員会のメ
ンバーに配布した。交換留学業務の責任分担体制に関する覚え書きの内容は次の通りである６。
  岡山大学からエディンバラ大学へ送る交換学生の選考と指導
① エディンバラ大学交換学生選考委員会とその委員長（現・杉森滉一教授）が，候補者の選考か
ら留学して帰国するまで，エディンバラ大学に対して連絡窓口となり，最終的な責任を持つ。
② 学生の岡山大学での演習指導教官が，留学前と後の学生の指導および留学中の学生との連絡・
指導に当たる。
 エディンバラ大学から岡山大学へ来る交換留学生の受け入れ
① エディンバラ大学交換学生選考委員会とその委員長が，留学生の受け入れから帰国まで，エ
ディンバラ大学に対して連絡窓口となり，最終的な責任を持つ。
② 経済学部留学生委員会とその委員長（現・岡益巳講師）が，留学生の世話および岡山大学での
勉学の指導に関して，実質的な責任を持つ。
③ 教務委員会および留学生担当教務委員が，選考委員会委員長，留学生委員会委員長と相談しな
６ 事務方（教務係）の業務分担に関する記述は割愛する。また，①②③④の数字は便宜上加筆した。
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がら，留学生の指導教官候補を選び，依頼する。
④ 指導教官が，留学生の世話と勉学指導に当たる。また，選考委員会委員長，留学生委員会委員
長と相談しながら，チューターの候補者を探して依頼する。
交換学生の派遣は１９９１年１０月に，受け入れはその１年後の１９９２年１０月に始まった。１９９１年度は岡山
大学への留学希望者がいなかったためである。従って，杉森氏の覚え書きが作成された段階では未だ
受け入れ者はなかったが，受け入れを開始した直後の段階で次のような事実が判明した。すなわち，
受け入れ学生は例外なく文学部所属の日本語専攻学生であり，経済学には興味がなく，文学部及び留
学生センターで開講される留学生用の日本語の授業を履修することを希望した。当初，杉森氏は日本
語専攻の学生のみならず，経済学，法学等を専攻する学生の来日を想定し，受け入れ業務に③④を加
えたが，実際には上述の理由により，留学生専門教育教官，すなわち留学生委員長の岡が固定的に指
導教官を引き受けることになった７）。同時に，主として日本文学・日本語学専攻の大学院生に留学生
委員長からチューターを依頼することになった。
その結果，受け入れ業務の②～④は経済学部留学生委員会委員長である岡が担当することとなっ
た。また，１９９２年度からエディンバラ大学交換学生選考委員会の委員長は留学生委員を兼務すること
になったため，１９９３年度には５名の選考委員会の委員のうちの４名が経済学部留学生委員で占められ
た。このため，１９９３年度に選考委員会の第２代委員長に就任した松本俊郎氏は，選考委員会の業務を
留学生委員会に移管しても問題がないと判断し，１９９４年２月９日の教官会議で留学生委員会と選考委
員会を統合することを提案し，選考委員会は１９９３年度末をもって廃止され，留学生委員会に吸収され
た。
エディンバラ大学との交流業務の歴代責任者は以下の通りである。
① １９９１年２月１３日～１９９３年３月３１日
杉森滉一・エディンバラ大学交換学生選考委員会委員長
② １９９３年４月１日～１９９５年３月３１日
松本俊郎・エディンバラ大学交換学生選考委員会委員長（９３年度）
経済学部留学生委員（９４年度）
③ １９９５年４月１日～２０００年３月３１日
岡益巳・経済学留学生委員会委員長
④ ２０００年４月１日～２０００年１２月１１日（実質は２００１年前期末まで）
廣田陽子・経済学部交流委員会留学生委員
７ １９９２年度から１９９９年度にかけて，経済学部留学生委員会の委員長は留学生専門教育教官の固定ポストとなっていた。
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３．交換留学生の派遣
３．１ 派遣業務の流れ
前出の杉森氏の覚え書きを整理した上で，交流協定締結１年後の時点での派遣業務の流れを概観し
てみよう。
３月 教官会議：選考委員会新委員決定
４月 第１回選考委員会：年間スケジュール決定
交換学生募集要項の作成と掲示
５月 留学説明会開催
７月 事務局にて文部省奨学金のくじ引き８
１２月 応募締め切り
第２回選考委員会：第１次選考（書類選考）
第３回選考委員会：第２次選考（面接試験）
選考結果の掲示 Ｅ大へ入学願書の請求
１月 教官会議：選考結果報告
応募手続き開始 １）派遣学生へ入学願書を渡す
２）指導教官に推薦状作成依頼
３）教務係に英文成績証明書作成依頼
３月下旬 応募書類の送付
Ｅ大日本研究所所長の石井氏へ派遣学生の氏名を連絡
交換留学を希望する学生は５月に開催される交換留学説明会に参加し，９月中旬頃までに TOEFL
を受験し，１２月初旬の応募期間内に応募用紙と TOEFL成績票を教務係に提出する。１次選考（書類
選考）合格者は２次選考（面接）を受ける。２次選考日当日に最終結果が発表される。派遣が確定し
た学生は翌年３月末までに入学願書を作成・送付し，６月頃にはエディンバラ大学から入学許可書を
受け取る。エディンバラ大学の授業は１０月から始まるが英語力が十分でないため，現地の英語学校で
１～２カ月勉強する必要があることから概ね８月には出発し，翌年６月の学年末試験を受けた後帰国
する。
選考委員会としては，４月中旬を目処に「エディンバラ大学交換学生募集要項」を作成し掲示する
とともに，ゼミあるいは講義で説明会への学生の参加を促すように各教官に協力を要請する。５月に
開催される説明会には，岡山大学在籍中のエディンバラ大学交換留学生およびエディンバラ大学への
留学経験者に出席を求め，参加学生からの具体的な質問に答えてもらう。
８ 奨学金受給者推薦順位決定のための抽選会。当該奨学金は１９７２年に創設された学生国際交流制度に基づく国費による
奨学金である。１９９５年度に短期留学推進制度が創設されたのに伴い，１９９６年度には同制度に吸収された。
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３．２ 派遣学生の選考から出発まで
３．２．１ 派遣学生の選考
交流協定書は１９９１年２月に調印されたため，１９９１年秋派遣学生の説明会，応募，選考は同年４月中
旬までの短期間で行わざるを得なかった。このため，応募条件に TOEFL成績を課すことができず，
選考委員会で英語の問題を作成した。第２年次派遣学生からは TOEFLの成績を応募書類とともに提
出することを義務づけた。
当初は「世界と日本の関わりについて」と題するテーマで，４００字詰め原稿用紙換算で５～１０枚の
長さの作文の提出を義務づけていたが，１９９３年４月１３日の選考委員会で廃止を決定した。廃止の理由
は，①選考に当たっては TOEFLの成績を重視する，②応募用紙に「応募した理由・動機」欄が設け
られており作文は不要である，との意見が大勢を占めたためである。
第１次選考は書類選考である。先ず，応募者が岡山大学経済学会の学生会員であることを会計係で
確認する。その理由は，第２章第２節の「交流協定の特徴」ですでに述べた通りである。応募用紙の
記載内容によほどの問題がない限り，TOEFL得点の高い順に数名の第１次選考合格者を決定する。
実際の応募者数は非常に少なく，最高の年で６名，最低の年で１名という状況であったため，応募者
全員が第１次選考合格という年が５回あった。
第２次選考は面接である。面接では，複数の選考委員が応募者の留学の意思が強固であることを確
認するとともに，単なる語学留学ではなく社会科学の勉強を目的とした留学であること，また，派遣
学生に選ばれた後に就職活動などを理由に辞退しないことを申し渡す。派遣学生の推薦順位は概ね
TOEFL得点順であり，１０年に及ぶ派遣学生の選考会議の中で TOEFL得点が第２位である応募者を推
薦順位第１位としたのは１例のみである。
３．２．２ 派遣学生の出発まで
派遣学生がエディンバラ大学へ入学するために必要な書類は，①エディンバラ大学所定の「入学申
請書（Application for Admission as a Non Graduating (Study Abroad) Student）」，②岡山大学経済学部発行
の英文成績証明書，③推薦状２通，合計３種類４点のみである。エディンバラ大学では，この４点の
書類を受領するとおよそ１カ月後に入学許可証を発行し，学生寮の入寮案内とともに学生本人宛に送
付してくる。入学申請書には履修希望科目を記入する欄が設けられているが，エディンバラ大学到着
後に担当のアドバイザーが学生本人の英語力等を勘案して適切な科目を履修するように指導を行うた
め，申請した科目をそのまま履修するとは限らない。このため，入学申請書に記入する段階では，で
きるだけ低学年次用開講科目を履修することを勧めるにとどめた。
また，留学生委員会が派遣業務を担当するようになってからは，派遣学生の出発に先立って，英国
の事情に詳しい藤本喬雄氏（現在：香川大学経済学部教授，当時：岡山大学経済学部教授）に英文の
資料を用いてスコットランドの概要に関するレクチャーをボランティアで実施してもらい，派遣学生
にスコットランドの歴史，地理，文化などに関する予備知識を与えた。
３．３ 応募状況と派遣の実態
前節で述べた通り，第１年次（９１－９２年）派遣学生のための説明会及び選考会はあわただしく実施
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された。説明会には１５名の留学希望者が参加したが，実際に応募書類を提出した学生は４名であっ
た。上位２名を交換学生として派遣することを決定したが，残りの２名から自費留学をしたいとの強
い要望が出されたため，選考委員会はこれを了承した。１００万円強の授業料を自己負担してでもエ
ディンバラ大学へ留学することを希望した学生はこの年の２名のみで，以後はそうした要望はなかっ
た。
年次別の交換留学説明会参加者数・応募者数・派遣者数を表１に示した。説明会参加者数は，記録
が残っていない第２年次（９２－９３年），第３年次（９３－９４年），第４年次（９４－９５年）の説明会を除く
７年間の平均で見ると，１４．４名に過ぎない９。
１９９４年５月２５日に開催された第５年次（９５－９６年）のための説明会には６名しか参加者がなかった
ため，留学生委員会は６月９日に再度説明会を開催することを計画した。留学生委員会は６月９日の
説明会に先駆けて，経済学部の全教官に協力を要請し，ゼミあるいは講義の際に学生に対する交換留
学制度の啓蒙を行ったにもかかわらず１０，６月９日の説明会参加者は４名に過ぎなかった。第６年次
９ １９９２年５月２７日に実施された第３回派遣学生（９３－９４）のための説明会に関する記録は残っていないが，留学生委員
会が経済学部教官に配布した要望書「教官各位：エディンバラ大学への学生の留学について」（１９９４年５月２６日付け。
松本氏作成）の中に，「昨年度は約３０名が集まった」との記述が見受けられる。
表１ 交換留学説明会参加者数・応募者数・派遣者数
説 明 会
応 募 者 数 選 考 日
第１次
選 考
合 格
者 数
第２次
選 考
合 格
者 数
派 遣 者 数
開 催 日 参 加 者 数 交 流協 定
交 流
協定外 計
第 １ 年 次
（１９９１－９２） － １５ ４ － ４ ２ ２ ２ ４
第 ２ 年 次
（１９９２－９３） ９１．５．２７ － １ ９１．１２．４ １ １ １ ０ １
第 ３ 年 次
（１９９３－９４） ９２．５．２７ － ３ ９２．１２．４ ３ ３ ２ １
＊ ３
第 ４ 年 次
（１９９４－９５） ９３．５．２６ － ３ ９３．１２．２ ３ ３ ２ １
＊ ３
第 ５ 年 次
（１９９５－９６）
９４．５．２５
９４．６．９
６
４ ５ ９４．１２．８ ４ ３ ２ １
＊ ３
第 ６ 年 次
（１９９６－９７） ９５．５．２４ １８ ６ ９５．１２．１３ ３ ３ ２ １
＊ ３
第 ７ 年 次
（１９９７－９８） ９６．５．２２ １３ ４ ９６．１２．１９ ２ ２ １
＊ ０ １
第 ８ 年 次
（１９９８－９９） ９７．５．２８ １１ ５ ９７．１２．１８ ２ ２ ２ ０ ２
第 ９ 年 次
（１９９９－２０００）９８．５．２７ １６ ３ ９８．１２．１７ ２ ２ ２ ０ ２
第 １０ 年 次
（２０００－２００１）９９．５．２６ １８ ２ ９９．１２．１６ ２ １ １ ０ １
計 ３６ ２６ ２２ １７ ６ ２３
注）＊印は、政府奨学金（学生国際交流制度／短期留学推進制度）に基づく派遣数。
「交流協定外」欄の無印は自費による派遣数である。
２５エディンバラ大学との学部間交流の歴史
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（９６－９７年）から第１０年次（００－０１年）派遣の説明会参加者は各 １々８名，１３名，１１名，１６名、１８名に
止まった。
説明会の参加者自体が少なかったため，応募者数はさらに少なく，第１年次から第１０年次までの１０
年間で，最も少ない年が１名，最も多い年が６名，年平均応募者数は３．６名に過ぎなかった。
交流協定締結当時，文部省の「学生国際交流制度」に基づく奨学金が存在し，月額８万円及び往復
の渡航費が支給された。渡航費を含めた支給総額がエディンバラ大学の年間授業料をやや上回ること
から選考委員会では第１位の派遣学生を当該奨学金受給者として推薦し，エディンバラ大学へは当該
学生を日本政府奨学金受給者で交流協定枠外の学生として派遣した。第２位と第３位の派遣学生を交
流協定に基づく交換学生とすることによって，ほぼ同等の経済的負担で年に３名派遣できるように工
夫し，第３年次から第６年次にかけては３名ずつ派遣することができた。ただし，学生国際交流制度
は１９９６年度には短期留学推進制度に組み入れられた。第３年次から第７年次にかけて，本学部生の５
名（うち１名は交流協定に基づく派遣者）がこの奨学金制度を利用し，エディンバラ大学へ留学し
た。
交流協定に基づく派遣は，第２年次，第７年次，第１０年次に各々１名であった以外は各年２名ずつ
であり，累計１７名とほぼ満足すべき派遣実績である。このほかに交流協定に基づかない派遣として，
自費留学２名と日本政府奨学金受給者４名があり，交流協定による派遣者と合わせて２３名を派遣し
た。第７年次は当初交流協定に基づく交換学生１名及び短期留学推進制度に基づく学生１名の合計２
名を派遣する予定であったが，後者が留学を辞退したため前者に奨学金を支給することとなった。こ
のため，前者はエディンバラ大学の授業料を免除された上に奨学金を受給することができた。
３．４ 派遣に伴う問題
３．４．１ 全般的な問題
 海外留学への関心と英語力
大学の国際化が叫ばれて久しいが，本学
部生の海外留学に対する関心は極めて低
い。この点は，交換留学説明会の参加者数
が年平均１４．４人に過ぎなかった事実から明
らかである。さらに，海外留学に関心を抱
くこれらの少数の学生の英語力不足はいか
んともし難い。説明会参加者の中には，留
学への熱意はあっても TOEFLの成績が不
十分であったため応募を断念した学生が相
当数存在し，その結果実際の応募者数は年
平均３．６人に止まった。
１０ 前出の１９９４年５月２６日付け要望書。
表２－１ 派遣学生の TOEFL 得点（第２次～第１０次）
注）TOEFL成績を出願条件としなかった第１年次派遣学生を除
く。
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エディンバラ大学は少なくとも TOEFL
５５０点以上の学生を派遣してほしいと要望
したが，表２－１に示した通り，この条件
をクリアできる派遣学生はほとんどいな
かった。ちなみに，TOEFL成績の提出を
義務づけた第２年次派遣学生から第１０年次
派遣学生の１９名で見た場合，TOEFL５５０点
以上を取得した者は４名（２１．１％）に過ぎ
ず，４００点台の学生も３名おり，平均は
５２７．２点である。６００点を超えた者が１名存
在するが，これは米国の大学を卒業し，Ⅱ
部の３年次へ社会人入学した学生であり，
例外的な存在である。
参考までに，第１年次から第１０年次交換
留学の応募者総数３６名中，TOEFL得点の
記載のない第１年次応募者３名を除く３３名
の TOEFL得点を表２－２に示した。平均
点は５１２．５点である。高得点者で留学を辞
退した者もいるため，５５０点以上が５名（１５．２％），５００点以上５５０点未満が１６名（４８．５％），４００点台が
１２名（３６．４％）となっている。
本学部側としては，エディンバラ大学に対して派遣学生の TOEFL成績を敢えて通知しなかった。
交流協定書では派遣学生の選考は単に「派遣大学の責任において実施する」となっており，TOEFL
に関する記載がないためである。
本学部生の場合，海外留学に対する関心の低さと海外留学に必要な英語力の欠如が大きな問題であ
る。そのため，派遣が確定した学生に対しては，本学部所属の外国人教官が英語で行う授業への参
加１１，岡山大学に在学中のエディンバラ大生との積極的な交流，英語の自宅学習方法などに関するア
ドバイスを行った。
３．４．２ 個別的な問題
１０年間の派遣事業の中で特筆すべき問題が幾つか発生したので，簡潔に触れておきたい。
  失踪事件
第１年次派遣学生を送り出した直後に大事件が発生した。交換学生として派遣した学生のうちの１
名の女子学生がエディンバラ大学から失踪してしまったのである。ほどなく当該学生はロンドン市内
で日本大使館に保護されたが，新興宗教がらみの事件であったため，親族が当該学生の身柄を引き取
１１ Debroux, P. Stephan 助教授（在任期間は１９９０年９月１日～１９９４年３月３１日），Rauck, Michael助教授（在任期間は１９９４
年４月１日～１９９９年３月３１日）が英語による EC経済論を担当した。
表２－２ 応募者の TOEFL 得点
２７エディンバラ大学との学部間交流の歴史
－２７－
りに出向いて日本へ連れ戻った。この事件はバーロン博士を初めとするエディンバラ大学の複数の関
係者に多大な迷惑をかける結果となり，一時期交流協定の存続が危ぶまれたほどであった。留学を希
望する学生を選考する際に，思想・信条を理由に差別をすることは避けるべきであるが，面接時に留
学意思をきちんと確認することの重要性を改めて痛感させられた。第１回目の派遣者の中に留学不適
格者が出たことは選考委員会の委員に大きな衝撃を与えた。
  推薦状の不備が招いた入学不許可騒ぎ
１９９６年５月には，エディンバラ大学の入学担当事務官が本学から派遣予定の学生の入学を許可する
ことに異義を唱えている，との連絡がバーロン博士から寄せられた１２。すなわち，推薦状には英語力
が十分ではない，英国での生活に適応し難いと書かれており，そのような学生が派遣されるのは非常
に残念に思われる，といった内容の苦情であった。調査の結果，問題の推薦状は派遣学生自身が謙譲
の美徳を発揮して作成し，指導教官が署名をしたものであることが判明した。それまでは２通の推薦
状のうち１通は留学生委員長が，他の１通は指導教官が作成していたが，同様のトラブルの再発を回
避するため，原則として２通目も留学生委員長が作成し，学部長の署名を得ることに変更した１３。な
お，即刻バーロン博士に対して，当該学生は英語圏での語学研修参加経験もあり，十分な適応能力を
有する優秀な学生である旨の釈明を行い，入学が許可された１４。
ただし，繰り返し述べたように，本学部から派遣される学生の英語力に問題があるのは事実で，
「ここ数年，交換学生の英語力がどうしようもなく低い（dangerously low）ことを幾度となくチュー
ターから耳にしている」，「TOEFL５５０点以上の学生を派遣していただきたい」とバーロン博士は苦言
を呈している１５。
 入学手続き書類の紛失
１９９７年４月末，同年秋派遣予定の学生の入学許可書が届かないため，バーロン博士に連絡を取った
ところ，当該学生からの入学手続き書類を一切受け取っていないとの回答があった。その直後，成績
証明書と推薦状２通は別の場所に保管されていることが判明したが入学申請書は見つからないとの２
度目の回答があった１６。当該学生に確認したところ，入学申請書は同年２月２７日に航空便で発送済み
であったが，再度記入してもらい郵送した。派遣学生に経験を積ませる目的で入学申請書だけは自分
で郵送させていたが，今回の紛失騒動を踏まえ，入学手続き書類は一括して書き留めにした上で庶務
係から発送することにした。
 留学確定者の辞退
１９９６年１２月１９日の選考会において第１位で第７年次派遣学生に選ばれた学生が，１９９７年１月２８日に
留学期間の短縮と短期留学推進制度に基づく奨学金の候補者辞退を申し出た。すなわち，１９９７年１０月
１２ １９９６年５月２日付け岡宛の手紙。
１３ 従来は，２通の推薦状のうち１通は指導教官が，もう１通は選考委員会の委員長（後に留学生委員会の委員長）が作
成することになっていた。
１４ １９９６年５月１４日にファックスにて釈明書を送信し，バーロン博士から入学が許可された旨のファックスを６月６日に
受信した。
１５ 前出の１９９６年５月２日付け岡宛の手紙。
１６ １９９７年４月３０日のＥメールでの問い合わせに対して，同日 Eメールによる回答があった。
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から１９９８年３月までの６カ月間留学後に帰国して就職活動に臨みたいとのことであった。１２月の面接
の際に就職活動の問題も含めて当該学生の留学意思を確認し，奨学金の受給者として推薦する予定で
ある旨も伝えてあった。この申し出を受けた留学生委員会は、エディンバラ大学で６月に実施される
学年末試験を受けて一定の成績を持ち帰る学生を奨学金受給候補者として推薦すべきであると判断
し、事務方へ第２位の派遣学生を候補者として推薦する旨を伝えた。
なお，２月１７日に３月末に帰国することの是非に関して留学生委員４名の意見を集約したところ，
「今回はやむを得ないので承認するが，今後は認めない方針で臨むべきだ」が３名，「６カ月で帰国
しても別に問題はない」が１名であった１７。
１月末に留学期間の短縮を申し出た学生が３月１０日には就職活動を理由に留学そのものを辞退した
いと申し出た。当該学生の辞退の決心が固かったため，①指導教官の了承を得ること，②辞退届を提
出することを申し渡した。エディンバラ大学に対してすでに第７回派遣予定学生２名の氏名を通知済
みであったため，バーロン博士宛に１名の辞退者が出たことを連絡し了承を得た１８。
今後こうした事態を招かないように，留学生委員会では面接の際に応募者に対して一旦派遣が確定
した後に安易な辞退はできない旨を一層厳しく申し伝えることとし，３月の教授会で本件に関する経
過報告を行った。
この事件に先駆けて，１９９４年１２月８日に行われた第５年次派遣学生の選考会で推薦順位第１位と
なった学生が留学を辞退したこともあったが，選考会直後に辞退を申し出たため，大きな混乱はな
かった。辞退の理由は，岡山大学を退学して他大学へ３年次編入することが確定したためであった。
３．５ 応募条件の変更 在籍年次制限の撤廃
当初，応募時点で２年次以上（派遣時点で３年次以上）であることが応募条件となっていた。これ
には２つの理由があった。まず第１に，留学はあくまでも社会科学の勉強が目的であり，語学留学で
はないため，本学部である程度の専門教育を受けた段階で派遣すべきである，とする考えである。第
２に，当時は岡山大学にセメスター制度が導入されておらず，履修は概ね通年であったため，低学年
次で留学すれば出発年度および帰国年度の２年分の一般教育科目の単位の履修が不可能となり，留学
期間を含めて４年で卒業できるとする交流協定の利点が生かされなくなる。経済学部で開講の科目に
関しては，出発年度の前期および帰国年度の後期に各々２単位ずつの履修が教官会議で合意されてお
り，高年次生の場合は４年間で卒業が可能であった。
留学生委員会では，応募時２年次以上，派遣時３年次以上という応募条件を撤廃することを検討し
た結果，１９９５年６月２１日，在籍学年を問わず応募できるように条件を変更した。変更の理由は３つあ
る。第１に，従来は３年次で開始していたゼミが１９９５年度には２年次後期からに前倒しされるととも
に，低学年次における専門教育の比重が増大した。第２に，１９９５年度には岡山大学にセメスター制度
が導入され，年度途中で出発し帰国することに伴う単位修得上の問題が解消した。第３に，不況の長
１７ １９９７年２月１７日付け留学生委員宛の集約結果の報告「エディンバラ大学交換留学生の帰国時期について」（岡作成）。
１８ １９９７年３月２９日にＥメールで連絡し，同月３１日に Eメールで了承の旨の返事を得た。
２９エディンバラ大学との学部間交流の歴史
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期化に伴い，就職活動の開始時期が年々早まり，低学年次生のほうが留学しやすい環境に変化した。
これ以外に強いて挙げれば，応募者数が少ないことも変更の理由の１つと言えよう。なお，１９９９年度
にはゼミの開始時期がさらに早まり，２年次前期となった。
３．６ 修得単位の振り替え
エディンバラ大学で習得した成績は岡山大学経済学部の単位として振り替え認定することができ
る。交流開始当初から第５年次派遣学生までの場合，エディンバラ大学では４９点以下が不合格，５０点
以上が合格であった１９。その後，エディンバラ大学の認定基準に変更があり，第６年次派遣学生から
は３９点以下が不合格，４０点以上が合格となった２０。
当初，経済学部教務委員会では合格点に達している場合は原則として「優」に読み替え，不合格点
の場合でも「可」として振り替え認定することを申し合わせたようである２１。なお，振り替え単位数
については，個々の履修科目の時間数を勘案して２単位，４単位，８単位に換算することとした。
表３ 修得科目の単位認定
派遣生 修 得 科 目 認 定 希 望 科 目 認 定単位数 評価
第１年次
（１９９１－９２）
  － － － －
  Economics 1 ミクロ経済学 － 可
Spanishi Language スペイン語 － 可
 Quantitative Techniques for Economics 計量経済学 ４ 優
Economics 2Ah 市場システム論 ４ 優
Economics 2Bh(American Economy) 世界経済論 ４ 優
Economics 2Dh(Macroeconomic Policy) 経済政策論 ４ 可
Business Study 1 企業論 ４ 優
 Economics 2Bh 世界経済論 － 優
Economics 2Dh 経済政策 － 優
European Social Policy 2h 社会政策 － 優
Economics 2Ah － － －
第２年次
（１９９２－９３）
 Economic History 2 経済史 ４ 良
Economics 2Ch － － －
Inside the City 都市問題学 ２ 優
第３年次
（１９９３－９４）
 Economics 1 ミクロ経済学 ４ 優
Macroeconomic Policy 経済政策 ２ 優
Economics of China, the Former Soviet Union and Eastern Europe 世界経済論 ２ 優
UK Economic Policy Since 1945 公共経済学 ２ 優
 Economics 2Bh(The US Economy) 各国経済論 ２ 優
Economic History 2 西洋経済史 Ⅰ ４ 優
Latin America and the World Economy Since 1492 西洋経済史 Ⅱ ４ 優
Economics 2Dh(Macroeconomic Policy) 経済政策 ２ 優
 Economics 1 経済原論 Ⅱ ４ 優
Economics 2Ah 計量経済学 ２ 優
Economics 2Dh 経済政策 ２ 優
Latin America and the World Economy 西洋経済史 Ⅱ ４ 優
第４年次
（１９９４－９５）
 Economic History1 経済史概論 ４ 優
European Social Policy 2h
社会政策 Ⅰ
社会政策 Ⅱ
２
２
優
優
European Landscape 2h
ヨーロッパ経済論 Ⅱ
国際経済学 Ⅰ
２
２
優
優
Chinese － － －
	 Economics 2Ah 世界経済論 Ⅰ世界経済論 Ⅱ
２
２
優
優
Behaviour in Organisations － － －
Industrial Relations － － －
廣 田 陽 子・岡 益 巳３０
－３０－
１９ 合格点の評価は，７５－１００：excellent / very good，６５－７４：good，５５－６４：satisfactory，５０－５４：marginal passであっ
た。
２０ 合格点の評価は，７０－１００：excellent，６０－６９：very good，５０－５９：good，４０－４９：satisfactoryに変更された。
２１ 交流開始当初の教務委員会の申し合わせは明文化されていない。
Economic History 2
西洋経済史 Ⅰ
東洋経済史 Ⅱ
２
２
優
優
Operations Management in Strategic Context
経営情報論 Ⅰ
経営情報論 Ⅱ
２
２
優
優
  Economics 2Ah 経済原論 Ⅰ ２ 優
Economics 2Bh － － －
Economics 2Dh 経済政策 ４ 優
Economics 2Eh 労働経済論 ４ 優
Economic History 1 経済史 ４ 優
第５年次
（１９９５－９６）
 Capital and Growth 単位認定必要なし
Politics 2
British Studies
International Laws
 Sociology of Development 単位認定必要なし
Economics 1
 Quantitative Economics 計量経済学 ４ 優
Economics 2Ah － － －
Geography 1 － － －
第６年次
（１９９６－９７）  Quantitative Techniques for Economics
計量経済学 Ⅰ
計量経済学 Ⅱ
２
２
優
優
Economics 2Ah マクロ経済学入門 ２ 優
Gender and Development 社会政策 Ⅰ ２ 優
 Social History 2 西洋政治史 ４ 優
Business Studies － － －
 Accountancy 1 会計学原理 Ⅰ会計学原理 Ⅱ
２
２
優
優
Quantitative Techniques for Economics (MTE)
計量経済学 Ⅰ
計量経済学 Ⅱ
２
２
優
優
Quantitative Techniques for Economics (STE)
経済統計学 Ⅰ
経済統計学 Ⅱ
２
２
優
優
Economics 2Ah ミクロ経済学 Ⅰ ２ 良
Economics 2Ch － － －
第７年次
（１９９７－９８）
 Accountancy 1 外国書講読 ４ 認定
Chinese 1 － － －
第８年次
（１９９８－９９）
	 － － － －

 Economic History 1 ８ 優
British Studies 3h ４ 優
Environmental Law and Liability ４ 優
第９年次
（１９９９－
２０００）
 Financial Accounting 基礎的専門科目Ａ群 ４ 優
Auditing and Taxation 経営・会計コース履修科目 ４ 良
Accountancy 1 基礎的専門科目Ｂ群 ８ 良
 Economics 1 国際比較経済コース履修科目 ８ 優
British Studies 3h 国際比較経済コース履修科目 ４ 優
Chinese 1 国際比較経済コース履修科目 ８ 優
第１０年次
（２０００－０１）
 Behaviour in Organisations 単位認定必要なし
International Business 2Ah
International Business 2Bh
European Social Policy 2h
Marketing
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１９９９年８月まで当初の申し合わせに基づいて成績の振り替え処理がなされてきたが，委員の中から
厳密な振り替え処理を求める意見が出されたため，同年９月の教務委員会において新たな「エディン
バラ大学単位認定申し合わせ」が合意され，翌１０月の教授会で承認された２２。
派遣学生がエディンバラ大学で修得した科目の一覧及びそれらの本学部単位への振り替え状況は表
３に示した通りである。自費留学を含めた２３名の派遣学生の留学時点での在籍学年の内訳は，４年生
１０名，３年生１２名，Ⅱ部５年生１名であり，留学前にすでに卒業単位をほとんど修得済みで，エディ
ンバラ大学で修得した科目を振り替える必要のない学生も存在した。このためエディンバラ大学では
複数の科目を履修したが，最終試験を受けずに帰国した学生も少数ながら存在した。選考委員会及び
留学生委員会は，単位振り替えの必要の有無にかかわらず最終試験を受けてから帰国することを派遣
学生に勧めた。
エディンバラ大学で複数科目を履修し最終試験に合格することは難しいため，振り替え認定された
単位は最高で２０単位であり，本学部で１年間に修得できる平均的な単位数と比較してかなり少ないこ
とが分かる。しかし，英語で授業を受け，最終試験に合格できたことは，派遣学生にとって単位数で
換算できない大きな収穫となったであろう。
４．結 び
派遣学生にとって最大の留学成果は，貴重な異文化体験によって得られた「自信」であろう。留学
前には頼りなくみえた学生が１年間の留学を終えて帰国した時にはたくましく成長している。自費留
学も含めた２３名の留学経験者のうち２１名の帰国直後の感想は，一様に貴重な体験ができ，人生観や価
値観が大きく変わった，といった内容であった。帰国直後にこうしたプラス評価の感想を聞くことが
できなかった学生は，失踪事件を起こした学生を除いては１名のみであった。
ちなみに第１年次派遣の織田康宏君はエディンバラでの生活体験を次のように語っている。
「住居は学生用のフラットを５人でシェアした。院生のイングランド人のトニー，ケニア人のハロ
ルド，中国人のテート，そして学部生でスコットランド人のアレンと私の５人である。・・・中
略・・・彼らにレポートを見てもらったり，そのお返しとして御飯をつくってあげたり，いろいろと
面白い話をきかせてもらったりした。夜は，普通，週に二回位パブに飲みに行った。大学やフラット
の友人，他の日本人留学生達とである。・・・中略・・・帰国するとき，パブからプレゼントをも
らった。パブは私にとって，とても良い二つめの学校だった２３。」
また，第６年次派遣の八坂剛史君はエディンバラ大学での学習体験を振り返って，次のような意見
を述べている。
「私は経済学の科目を中心に履修していましたが，講義の中で留学生ということでの特別扱いはあ
りませんでした。一年間の講義を終えた後の学年末試験は範囲が広く，講義の進度の速さと内容の難
２２ エディンバラ大学の成績が５０点以上を「優」，４５－５０点を「良」，４０－４４点を「可」とし，さらに点数の換算に関して
も１－２点幅で，例えば，５０－５１点を８０点，５２－５３点を８１点として換算することを申し合わせた。
２３ 『岡大広報』No．７９の pp．５１－５２．から抜粋。
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しさから，何度も投げ出しそうになりました。結局思い切って受験したことで，この留学を胸を張っ
て締めくくることができたと思っています。また，普段の講義を受けていく中で，その形式やカリ
キュラムの構成などはイギリスの大学の方が優れており，講義に対する積極的な姿勢は学生だけでな
く教官もまた見習うべき点が多いようにも感じました２４。」
なお，エディンバラ大学への留学経験が彼らのその後の進路や生き方にどのような影響を与えてい
るかという点に関しては，別途追跡調査を実施した上で報告したいと考えている。
エディンバラ大学との学部間協定は２０００年１２月に大学間協定に格上げされ，以後は EPOKプログ
ラムの一環として交流が継続されることとなった。ただし，第１１年次（０１－０２年）派遣学生の説明会
は２０００年５月に経済学部で実施済みであったため，当該年次派遣学生に限って経済学部で選考するこ
とが認められ，同年１２月に１名を交換学生候補者に決定し，翌２００１年秋に派遣した。これは実質的に
は本学部２４人目の派遣学生であるが，エディンバラ大学側は大学間協定に基づいて受け入れたわけで
あり，名目上は EPOKによる派遣学生である。
岡山大学経済学部の国際化という視点からすると，エディンバラ大学との学部間交流協定を締結し
交流を重ねてきたことの意義は極めて大きい。国際化に対するスタッフの意識改革の一助となったこ
とは言うまでもなく，入学時のオリエンテーションで新入生に対する交換留学制度のアピールを行っ
たり，高校生に配布する学部概要にも交流協定の存在を明記するなど，国際化へ向けての本学部の取
り組み姿勢を学内外に喧伝することを可能ならしめたからである。
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The Student Exchange Programme between Okayama University
and the University of Edinburgh : Sending Students Abroad
Yoko Hirota and Masumi Oka
In February 1991, the Faculty of Economics, Okayama University entered into an agreement with the
Faculties of Arts and Social Sciences, the University of Edinburgh, to promote student exchange and academic
co−operation. In this paper, we mainly focus on the procedure for sending students on this exchange
programme. As it was the first exchange programme that the Faculty of Economics was engaged in, the teaching
staff involved had to face problems one after another until the programme got off the ground. The insufficient
English language proficiency of the students was always one of the majour concerns. However, spending one
academic year abroad broadened students’ outlook remarkably and almost all of them came back to Okayama
satisfied with their experiences in Edinburgh. Until 2000 when a faculty−to−faculty agreement promoted to a
university−to−university one, as many as 23 students of the Faculty of Economics had been sent to Edinburgh.
The programme can be said to have achieved satisfactory results to some extent. So it is worth while examining
this experience gained during the past ten years in 1990’s in order to use it for enhancing internationalisation at
the Faculty of Economics for the future.
廣 田 陽 子・岡 益 巳３４
－３４－
